
私立大学図書館協会 2012年度第 1回国際図書館協力委員会議事要録 

 

日 時：2012 年 4 月 24 日（火）14：00～17：00 

場 所：愛知学院大学 日進キャンパス 図書館地下 1階会議室 

出席者：大平龍玄（愛知学院大学）、今村太朗（関西学院大学）、長島敏樹（慶應義塾大学）、 

合田豊二（東京農業大学）、木村千鶴（広島修道大学）、鈴木直子（明治学院大学） 

会長校：伊藤秀弥（立教大学） 

事務局：鈴木有紀（慶應義塾大学） 

 

配布資料 

① 国際協力基金支援企業一覧 

② 国際図書館協力特別会計 2011 年度決算 

③ 国際図書館協力特別会計 2012 年度予算 

④ 海外集合研修実績（2002～2011） 

⑤ 2012 年度国際図書館協力シンポジウム実施案 

⑥ 2012 年度国際図書館協力シンポジウム会場候補 

⑦ 国際図書館協力シンポジウム実施一覧 

⑧ 参考) 第 73 回(2012 年度)総会・研究大会について(2011 年度第 2 回東西合同役員会資料) 

⑨ 参考) 2010 年度国際図書館協力シンポジウム進行表 

⑩ 2012 年度国際図書館協力シンポジウム業務一覧 

⑪ 海外研修の報告について 

⑫ 海外研修報告の取扱いについて（回答）(2009 年 1 月会長校発信文書) 

⑬ 2012 年度年間活動計画（案） 

 

報告事項 

1. 2011 年度国際図書館協力基金入金状況（最終）（資料①） 

2011 年度寄付金は合計 145 万円(14 社)で確定。依頼先機関の連絡先を一覧表にした。今後

2011 年度時点の情報に更新することを確認した。 

2. 国際図書館協力特別会計 2011 年度決算（資料②） 

確定額について委員長より説明があった。 

3. 国際図書館協力特別会計 2012 年度予算（資料③） 

前回(2011 年度第 6 回)委員会後の修正について委員長より説明があった。 

4. 2011 年度第 2 回東西合同役員会報告 

3 月 9 日に行われた役員会にて、以下 3 点について承認されたことが報告された。 

・海外集合研修・国際図書館協力シンポジウムの企画運営への外部委託導入  

・海外集合研修の参加費(50,000 円)の廃止（但し、派遣者数の上限は設ける） 

・国際図書館協力シンポジウム実施を複数年度に 1 回とすること（実情に合わせる） 

5. その他 



・2011 年度海外派遣研修：報告書は 3 月 21 日に委員長受領後、ホームページに掲載した。 

・2012 年度海外派遣研修：4 月 12 日にモーテンソンセンターへ研修費を送金した。 

・2011 年度第 2 回寄贈資料搬送事業：各大学から搬出後の現地到着状況が報告された。 

・2012 年度第 1 回寄贈資料搬送事業：4 月 2 日より募集開始。申請状況が報告された。 

 

審議事項 

1. 2012 年度海外集合研修の実施（資料④） 

今回の委員会に先立ち、複数業者から海外集合研修の委託についてプレゼンテーションを受

けた。検討の結果、2012 年度の委託業者を選定し、併せて訪問地域・実施時期(12 月頃)を決

定した。今後委託業者に企画立案を依頼し、次回委員会にて業者からの提案を元に詳細を決

定、7 月に募集開始できるよう進める。 

2. 2012 年度国際図書館協力シンポジウムの実施（資料⑤～⑩） 

委員長から調整の経緯を報告後、詳細を検討し下記の通り決定した。 

・日程・場所：11 月 9 日(金)に龍谷大学アバンティ響都ホールにて実施する予定。 

・講師：2011 年度海外集合研修で訪問した米国大学図書館から 2 名招聘する。 

・パネリスト：米国大学図書館からの招聘者 2 名のほか、2011 年度海外集合研修派遣者から 

2 名の計 4 名とする。コーディネーターは協会の役員校関係者などに別途依頼する。 

・テーマ：『大学図書館における教育支援を考える』(仮)とする。 

・レセプション会場：「マリアージュグランデ」中宴会場(シンポジウム会場と同じ京都アバ 

ンティ内)とする。 

次回委員会にて会場の下見を行うことにした。今後、会場担当者や委託業者(米国からの招聘  

者の渡航手続等を委託予定)と調整の上準備を進める。 

3. 海外研修の報告について（資料⑪、⑫） 

2011 年度の海外派遣研修、海外集合研修、海外認定研修を通じて、協会への報告書提出期限、

発表の時期、協会以外での雑誌投稿や発表のルールについて複数の問い合わせがあったこと

から、整理の必要性が認識されていた。2009 年 1 月の会長校発信文書で基本的なルールが示

されていることがわかり、今後もこのまま適用できることを確認した。今後の募集要項への

記載方法について次回検討する。 

4. 2012 年度活動計画（案）（資料⑬） 

国際図書館協力シンポジウム(11月 9日)以外の各事業は基本的に 2011年度と同様のスケジュ

ールで行うこととした。但し、海外派遣研修についてはイリノイ大学モーテンソンセンター

のプログラム日程・応募締切日を確認の上で決定する。 

5. 次回の開催予定 

6 月 22 日(金) 13:00- 龍谷大学アバンティ響都ホール会議室にて開催する。 

なお、併せて 11 月 9 日(金)開催予定の国際図書館協力シンポジウム会場の下見、会場との打

合せを行う予定。 

 

以上 


